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４月８日は宮崎県議会議員選挙、４月22日は日向市議会議員選
挙の投票日です「よく聞き、よく考えて投票しましょう」

第2回近畿日向会の集い、合併１周年で記念植樹、日向ひょっと
こマラソンIN日向岬など

図書館映写会のご案内、４月から入院に関する高額医療費の取り
扱いが変わります、自主学習グループ（自主学級）を募集など
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市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

平成17年度
の決算

■

普
通
会
計
の
収
支
は
、
歳
入

が
２
７
８
億
１
２
７
７
万
円
、
歳

出
が
２
７
４
億
２
０
９
４
万
円
と

な
り
、
平
成
16
年
度
と
比
較
し
て

そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
３
億
９
１

８
３
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越

し
た
事
業
へ
充
て
る
財
源
を
差
し

引
く
と
、
実
質
収
支
は
２
億
８
１

１
１
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

今
月
号
で
は
、
平
成
17
年
度
の
決
算
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

な
お
、
決
算
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
・
16
年
度
と
も
に
、
旧
東
郷
町
と
日
向
市
分
を
合
算
し
一
部

歳
入
歳
出
の
相
殺
（
純
計
処
理
）
を
し
て
い
ま
す
。

区　　分 平成17年度 平成16年度 差　　引
歳入総額 27,812,768 28,134,605 -321,837
歳出総額 27,420,936 27,524,832 -103,896

歳入歳出差引 391,832 609,773 -217,941  
翌年度に繰り
越すべき財源

110,723 181,535 -70,812

実質収支 281,109 428,238 -147,129

(単位：千円)
■収支状況

■
特
集
　
平
成
17
年
度
の
決
算

普通会計決算の内訳

■市民一人当たりの経費と市税負担（目的別）
（人口：17.10.1現在　63,537人　単位：円）

■性質別歳出

（単位：千円）



健
事
業

老
人
保

歳入
歳出
差引

6,134,820 130,881 2.2
6,116,906 112,967 1.9

17,914

6,003,939
6,003,939

0   17,914 皆増
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■特集 ― 平成17年度の決算
市の家計簿を公表します

区　分 平成17年度平成16年度 比　較 伸び率

（単位：千円・％）

整
備
事
業

住
環
境

細
島
東
部

道
事
業

簡
易
水

事
　
業

下
水
道

排
水
事
業

農
業
集
落

保
険
事
業

国
民
健
康 (

保
険
事
業
勘
定)

介
護
保
険
事
業

(

事
業
勘
定

サ
ー
ビ
ス)

介
護
保
険
事
業

歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引
歳入
歳出
差引

38,986 -2,801 -6.7
38,640 -678 -1.7

346 -2,123 -86.0
152,617   13,878 10.0
148,976 13,154   9.7

3,641   724   24.8
2,403,533 -153,525 -6.0
2,386,178 -141,639 -5.6

17,355   -11,886 -40.6
341,482 200,911 142.9
337,450 204,987 154.8

4,032 -4,076 -50.3
6,638,231   270,362 4.2
6,438,291   152,681 2.4
199,940 117,681 143.1

3,438,590 156,767 4.8
3,265,409 16,237 0.5
173,181   140,530 430.4
19,697 467 2.4
18,840 -41 -0.2

857 508 145.6
審
査
事
業
　

域
介
護
認
定

日
向
入
郷
地

歳入
歳出
差引

55,569 14,826 36.4
55,569 14,826 36.4

0   

41,787
39,318
2,469

138,739   
135,822
2,917   

2,557,058
2,527,817

29,241   
140,571
132,463
8,108

6,367,869   
6,285,610   

82,259
3,281,823
3,249,172

32,651
19,230
18,881

349
40,743
40,743

0 0 0.0

公営事業会計決算状況

平成16年度区　分 平成17年度 比　較 伸び率
水道事業収益
水道事業費用
当年度純利益

1,201,068 81,177 7.2   
1,107,630 -8,707 -0.8   

93,438 89,884   2,529.1

1,119,891
1,116,337

3,554

■収益的収入及び支出 （単位：千円・％）

＊収益的収支並びに資本的収支における支出額の不足分については、過年度分損
益勘定留保資金等で補てんしました。

＊資本的収支における支出額の不足分については、過年度分損益勘定留保資金等
で補てんしました。

水道事業会計決算状況

病院事業会計決算状況

平成16年度区　分 平成17年度 比　較 伸び率
資本的収入
資本的支出
当年度純利益

126,449 -72,928 -36.6
694,028 -58,087 -7.7
-567,579 -14,841 2.7

199,377
752,115
-552,738

■資本的収入及び支出 （単位：千円・％）

平成16年度区　分 平成17年度 比　較 伸び率
病院事業収益
病院事業費用
当年度純利益

321,265 -2,296 -0.7   
339,681 -10,356 -3.0   
-18,416 8,060   -30.4

323,561
350,037
-26,476

■収益的収入及び支出 （単位：千円・％）

平成16年度区　分 平成17年度 比　較 伸び率
資本的収入
資本的支出
当年度純利益

4,212 -5,185 -55.2   
7,745 -3,870 -33.3   
-3,533 -1,315   59.3

9,397
11,615
-2,218

■資本的収入及び支出 （単位：千円・％）

解説

公債費の割合が1.0ポイント悪化

平成17年度の普通会計決算は、歳入総額278億

1277万円、歳出総額274億2094万円で、歳入歳出

差引額は3億9183万円です。前年度に比べると、歳

入1.1％歳出0.4％の減となっています。

歳入の内訳を見ると23.2％を市税が、25.3％を

地方交付税が占めています。市税は前年度に比べ

4.6％の増となっています。また、地方債について

は前年度に比べ20.9％の減となっています。構成

比を見ると、市税や使用料及び手数料、諸収入など

の自主財源が37.2％、地方交付税や国県支出金、

地方債などの依存財源が62.8％で、前年度に比べ

自主財源の割合が2.1ポイント増加しています。

歳出の内訳を目的別で見ると、民生費、土木費、

公債費の順で高くなっています。民生費には社会福

祉・老人福祉・児童福祉などの扶助費が含まれてい

ます。土木費は、各土地区画整理事業、道路改良工

事などが主なものです。公債費は、これまでに借り

入れを行った地方債の償還に要する経費です。

また、性質別で見ると、人件費、扶助費、公債費

の義務的経費が133億367万円で歳出全体の48.5％

を占め、前年度に比べ3.1％増加しています。その

他の行政経費（物件費、補助費等、繰出金など）が

81億5095万円、投資的経費（普通建設事業費、災

害復旧事業費）が59億6632万円となっています。

主な財政指標を見ると、経常収支比率が90.1％

（前年度91.7％）、公債費比率が17.3％（前年度

16.3％）となっています。いずれも警戒ラインと

いわれる75％、10％を上回っており、財政の硬直

化が進んでいます。

●財政用語解説
＊地方交付税・・・市の財政力に応じて国から交付

されるお金。

＊国庫(県)支出金・・・市が行う事業に対して、国

(県)から交付されるお金。

＊市債・・・市が多額の費用をかけて事業を行う際

に、金融機関から借りるお金。

＊自主財源・・・市税や使用料・手数料、財産収入

など市が自主的に収入できるお金。
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
、
企
業
の
財
務
状
況
を
表
す
と
き
に
使
わ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
貸
借
対
照
表
）
を
平
成
12
年
度
か
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
使
っ
て
市
の
資
産
や
負
債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
17
年
度
分
か
ら
は
旧
東
郷
町
分
を
含
め
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
本
来
、

企
業
の
財
務
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で

す
。地

方
自
治
体
で
作
成
す
る
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
、
企
業
的
な
経
営

感
覚
を
持
っ
た
財
政
運
営
を
行
う

た
め
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資
産

を
、
市
が
ど
れ
だ
け
持
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
そ
の
資
産
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
に
支
払
い
の
済
ん
で
い

る
金
額
（
正
味
資
産
）
と
今
後
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額

（
負
債
）
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
が
一
目
で
わ
か
り

ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

①
対
象
会
計
範
囲

普
通
会
計
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

②
対
象
年
度

■平成17年度の日向市のバランスシート（普通会計）

資
産
や
負
債
が
一
目
で
わ
か
る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト平

成
17
年
度
で
、
平
成
18
年
３

月
31
日
を
作
成
基
準
日
と
し
て
い

ま
す
。

③
基
礎
数
値

昭
和
44
年
度
以
降
の
決
算
統
計

デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
活
用
方
法

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作
成
で
、

資
産
と
負
債
と
の
関
係
が
よ
り
明

確
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
度
ご
と
の
推
移
の
分

析
が
で
き
ま
す
。
資
産
形
成
の
た

め
に
調
達
し
た
資
金
が
効
果
的
に

活
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
見
る
こ
と

が
で
き
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
角

度
か
ら
財
政
状
況
を
分
析
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
総
務
省
方
式
で
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
る
類

似
市
町
村
と
の
比
較
も
容
易
に
で

き
ま
す
。
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平成17年度の行政コスト計算書

【性　質　別】

【目　的　別】

平
成
17
年
度
の

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
市
の

行
政
運
営
コ
ス
ト
の
う
ち
、
資
産

形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
（
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
計
上
さ
れ
な
い
）
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
経
費
を
表

し
た
も
の
で
す
。

平
成
17
年
度
の
本
市
の
行
政
コ

ス
ト
は
、
２
３
８
億
２
７
５
４
万

１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
は

２
１
１
億
７
２
１
５
万
２
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

性
質
別
に
見
る
と
、
移
転
支
出

的
な
コ
ス
ト
が
92
億
９
６
３
９
万

９
千
円
で
全
体
の
39
・
０
％
を
占

め
、
１
年
間
に
市
民
一
人
当
た
り

の
コ
ス
ト
は
14
万
３
千
円
に
な
り

ま
す
。
次
に
物
に
か
か
る
コ
ス
ト

が
79
億
４
３
０
万
６
千
円
で
、
全

体
の
33
・
２
％
で
市
民
一
人
当
た

り
12
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。目

的
別
に
見
る
と
、
法
人
立
保

育
所
の
運
営
費
や
生
活
保
護
費
な

ど
の
民
生
費
が
全
体
の
30
・

１
％
、
土
木
費
が
16
・
５
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
当
た
り

で
見
る
と
、
民
生
費
に
11
万
１
千

円
、
土
木
費
に
６
万
１
千
円
、
利

息
の
支
払
い
に
１
万
円
か
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■特集 ― 平成17年度の決算
市の家計簿を公表します



さ
れ
て
い
る
人

●
市
内
転
居
と
市
外
転
出

◇
市
内
で
転
居
し
た
人

・
県
議
　
平
成
19
年
３
月
23
日
ま

で
に
市
内
で
転
居
し
、
住
民
票
を

異
動
し
た
人
は
新
し
い
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
３

月
24
日
以
降
に
転
居
し
、
住
民
票

を
異
動
し
た
人
は
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

・
市
議
　
平
成
19
年
４
月
９
日
ま

で
に
市
内
で
転
居
し
、
住
民
票
を

異
動
し
た
人
は
新
し
い
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
が
、
４

月
10
日
以
降
に
転
居
し
、
住
民
票

を
異
動
し
た
人
は
前
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

◇
市
外
へ
転
出
し
た
人

・
県
議
　
平
成
18
年
12
月
７
日
ま

で
に
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
人

は
、
本
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

平
成
18
年
12
月
８
日
以
降
に
県

内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た
人

ま
た
は
こ
れ
か
ら
県
内
の
他
の
市

町
村
に
転
出
し
よ
う
と
す
る
人

は
、
転
出
先
の
市
町
村
の
発
行
す

る
「
居
住
証
明
書
」
が
あ
れ
ば
、

投
票
日
当
日
、
転
出
前
の
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
す
る
か
、
ま
た

は
不
在
者
投
票
に
よ
り
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
場
合
、
県
内
の
異
動
は
１
回
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
市
議
　
投
票
日
前
日
ま
で
に
市

外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
期
日
前
投
票
は

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
日
前
投
票
な
ど

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
投
票
期
間

・
県
議
　
平
成
19
年
３
月
31
日
か

ら
４
月
７
日
ま
で
。

・
市
議
　
平
成
19
年
４
月
16
日
か

ら
21
日
ま
で
。

◇
投
票
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
含
み
ま

す
）。

◇
投
票
場
所

市
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
１
階
会
議
室
（
市
体
育
セ
ン

タ
ー
の
南
側
）
お
よ
び
東
郷
東
公

民
館
１
階
第
３
研
修
室
（
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
の
東
側
。
旧
東
郷
町

中
央
公
民
館
）

◇
そ
の
他

受
付
で
は
、
投
票
所

入
場
券
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
方
式
と
し
て
い
ま

す
。
投
票
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
入
場

券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
、
病
院
な
ど
の
施
設

で
行
う
投
票
や
、
身
体
に
重
度
の

障
害
が
あ
り
投
票
所
に
出
向
い
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の

た
め
に
郵
便
で
行
う
投
票
と
し
て

「
不
在
者
投
票
」
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
郵
便
投
票
に
つ
い
て
は

一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
票
の
方
法

投
票
は
「
記
名
式
投
票
」
で
す
。

投
票
用
紙
の
「
候
補
者
氏
名
」
の

欄
に
、
投
票
し
よ
う
と
す
る
候
補

者
１
人
の
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

●
点
字
投
票
・
代
理
投
票

目
や
身
体
が
不
自
由
で
字
が
書

け
な
い
人
ま
た
は
文
字
が
書
け
な

い
人
の
た
め
に
「
点
字
投
票
」
や

「
代
理
投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
投
票
所
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、
県
議
が
３

月
26
日
、
市
議
が
４
月
10
日
に
各

家
庭
に
郵
送
し
ま
す
。

●
選
挙
公
報

市
議
選
で
は
、
選
挙
公
報
を
発

行
し
ま
す
。

公
報
は
、
４
月
17
日
（
火
）
の

朝
刊
紙
に
折
り
込
み
ま
す
。
候
補

者
の
皆
さ
ん
の
政
見
等
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。

な
お
、
朝
刊
紙
を
購
読
さ
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
に
つ
き
ま
し
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
郵
送
に
よ
り
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

公
報
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
や
支

所
な
ど
に
も
備
え
て
お
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
1
内
線
２
２
３
３
）

●
投
票
と
開
票

◇
投
票

・
県
議
　
４
月
８
日
（
日
）

・
市
議
　
４
月
22
日
（
日
）

・
時
間
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
（
越
表
区
公
民
館
お
よ
び

下
渡
川
集
会
施
設
は
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま

す
）。

◇
開
票

い
ず
れ
も
投
票
日
当

日
、
午
後
９
時
10
分
か
ら
日
向
市

体
育
セ
ン
タ
ー
で
。

●
投
票
で
き
る
人

◇
年
齢

・
県
議
　
昭
和
62
年
４
月
９
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

・
市
議
　
昭
和
62
年
４
月
23
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人

◇
住
所

・
県
議
　
平
成
18
年
12
月
29
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん

で
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

・
市
議
　
平
成
19
年
１
月
14
日
以

前
か
ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん

で
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う

４
月
８
日
は
宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙
、４
月
22
日
は
日
向
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
な
県
政
・
市
政
を
任
せ
る
人
を
選
ぶ
４
年
に
一
度
の
大
事
な
選
挙
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

66 6
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◎
投
票
所
一
覧
表
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手づくり生活１１１のコツ
荒井章著
山海堂

分でやる生
活」は味わ
い豊か。「も

ったいない」ゴコロ
も満足! DIYの達
人が、家事やモノと
の深い付き合い方
等、ワザあり! な
暮らしを伝授。生の
手ごたえの心地よ
さ、気持ちのゆとり
を取り戻す生活始め
ませんか?

「自

今日からはじめる
野菜づくり
荒木雅彦／監修
永岡書店

ランダでつ
く る 野 菜 」
と「庭や菜

園でつくる野菜」と
に分け、身近な野菜
80種を掲載。時期
を追っての作業手順
(植え付け、脇芽取
り、支柱立て、肥料
のやり方、収穫、病
害虫の知識など)を
わかりやすく写真入
りで解説。

「べ

とくべつないちにち
イヴォンヌ・ヤハテンベルフ/作　野坂悦子/訳
講談社

ルノは、緊張
しながら教室
に向かって歩

いています。はじめ
ての学校、はじめて
の友だち、なにもか
も慣れないことばか
り。さあ、アルノの
一日は、いったいど
んな日になるのでし
ょう・・・。

ア

タンポポタヌキ、もりのタネ
しもだともみ/作･絵
教育画劇

分では歩けな
いけれど、も
っともっとひ

ろがるために動きつ
づけるひとつぶひと
つぶのタネと、いっ
ぴきずつの生き物の
たくさんから、この
森はできています。
めくってひろがるパ
ノラマ絵本。

自

■ 新しく入った本 ■
◎ラスト･イニング
（あさのあつこ／角川書店）

◎啄木のうた（石川啄木／童話屋）
◎いますぐたすけるぞ！
（アレックス・アイリフ／ＰＨＰ研究所）

◎ぽんぽこトリオとおへその
しま（深見春夫／講談社）

ほか

◎乳幼児　 午前10時30分～11時
5日、12日、19日、26日
◎幼児 午後3時30分～4時
4日、11日、18日、25日
◎小学生 午後2時～2時30分
7日、14日、21日、28日

図
書
館
へ
お
い
で
よ

■４月のおはなし会■

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！

新
し
い
ク
ラ
ス
、
新
し
い
友
だ
ち
、

特
に
、
今
春
、
小
・
中
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
は
期
待
と
不

安
が
入
り
混
じ
っ
た
時
期
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

現
代
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く
の
健
康

問
題
は
「
心
」
と
「
体
」
の
両
面
か
ら

支
援
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
学
校
と
家

庭
等
と
の
連
携
が
大
切
で
す
。

学
校
か
ら
は
「
保
健
だ
よ
り
」、「
学

級
通
信
」
等
に
よ
り
保
護
者
に
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
持

ち
帰
る
そ
れ
ら
の
通
信
等
、
そ
の
他
で

学
校
で
の
出
来
事
、
行
事
等
を
把
握
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
が
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
に
対

し
て
保
護
者
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
際
、
疑
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
学

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
！

①
朝
食
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

朝
食
を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
日
を
気
持
ち
よ
く
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
脳
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
、
睡
眠
中
に
下

が
っ
た
体
温
を
上
昇
さ
せ
、
い
き
い
き

と
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
時
間
が
な
い
」、「
食
欲
が
な
い
」
な
ど

の
理
由
で
朝
食
を
食
べ
な
い
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
小
学
生
よ
り
中
学

生
、
中
学
生
よ
り
高
校
生
と
、
年
齢
が

上
が
る
に
つ
れ
て
増
え
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

朝
食
は
、
一
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

大
切
な
食
事
で
す
。
毎
日
き
ち
ん
と
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
朝
食
に
ど
ん
な
も
の
を

食
べ
ま
す
か
？

脳
は
、
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
に
含
ま
れ

る
炭
水
化
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使

い
ま
す
。
そ
し
て
、
体
を
十
分
に
動
か

す
た
め
に
も
、
魚
・
肉
・
卵
・
豆
・
豆

製
品
・
乳
製
品
（
た
ん
ぱ
く
質
）、
小
魚

類
（
無
機
質
）、
緑
黄
色
野
菜
・
そ
の
他

の
野
菜
・
果
物
（
ビ
タ
ミ
ン
）
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

●
健
康
診
断
等
が
始
ま
り
ま
す

各
小
中
学
校
で
、
身
体
計
測
（
身

長
・
体
重
）、
内
科
検
診
、
眼
科
検
診
、

耳
鼻
科
検
診
、
歯
科
検
診
、
腎
臓
検
診
、

心
臓
検
診
、
脊
柱
側
わ
ん
症
検
査
、
貧

血
検
査
等
に
つ
い
て
実
施
し
ま
す
。
事

前
の
準
備
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

「
保
健
だ
よ
り
」
等
で
日
程
を
確
認
し
、

健
（
検
）
診
当
日
、
休
ま
な
い
よ
う
に

事
前
の
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
保
健

●

●

1
54
―
１
９
１
９

■ ４月の休 館 日 ■
１日、2日、9日、16日、23日、30日

■４月・５月の上映会■
◎子ども向け　午前１０時３０分～　
◎大人向け　午後２時３０分～
～プログラム～
①４月８日（日） 子ども向け 「花
咲かじいさん」「夢を買う」「セロひ
きのゴーシュ」 大人向け 「郡上一
揆」
②５月13日（日） 子ども向け「さ
るかに合戦」「たのきゅう」「忍たま
乱太郎がんばるしかないさ」 大人
向け　「あ・うん」
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●問い合わせ 市民課年金係（1内線2132）

Ｑ.  今春、高校に入学したばかりです
が、奨学金を受けるために印鑑登　
録が必要とのことです。どのよう
にすればよいでしょうか。

A． 15歳以上で市内に住民登録のある人で
あれば、市民課または支所で登録するこ
とができます。登録には、印鑑と運転免
許証等の官公署が発行した顔写真付きの
身分証明書が必要です。
身分証明書がない場合は、保証人（市内
に住民登録のある人で印鑑登録証、登録
印が必要）と窓口まで来ていただくか、
郵便で本人確認をさせていただくことに
なります。
登録できない印鑑や受付できない身分証
明書がありますので、事前に市民課まで
お問い合わせください。

●問い合わせ 市民課市民窓口係（1内線2133）

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課（1内線２２３４）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■「みやざき花の祭典２００７」
花き展示品評会で好成績でした－。

「みやざき花の祭典２００７」が２月17日～18日

の２日間、宮崎市のイオン宮崎ショッピングセンタ

ーで開かれ、市内の４人の生産者が出品しました。

これは、生産技術向上に向けた生産者の意欲を高

めるとともに、一般消費者に対する展示によって花

きへの関心を高め、浸透を図るために、「みやざきの

花」普及促進協議会が開いたものです。

今回、川越ヤスヨさんが、スイートピー部門（出

点数181点）で金賞と特別賞に輝きました。寺原正二

さんも同部門で銅賞となり日向地区のスイートピー

生産技術の高さを証明しました。また、白川哲
さとる

さん

は、その他一般切花部門（出点数82点）にオリエン

タルユリを出点し、銅賞を受賞しました。

■２００７こどもおまつり広場
●とき ４月22日（日） 午前９時～12時

●ところ 日向市中央公民館

●内容 赤ちゃん

ハイハイ競争・和

太鼓演奏・お店(ヨ

ーヨー・ジュー

ス)・くじ・リサイ

クルコーナー・シ

ャボン玉・ポンヌ

キゲーム・ミニミ

ニシアター・保育園給食試食コーナー・おもちゃ、

アイデアコーナー・つくって遊ぼう（ストロー飛行

機・コマ・つなわたりヨーヨー）

※ 休憩コーナー、授乳室も用意しています。赤ちゃ

んとご一緒にお気軽にお越しください。

●問い合わせ　美々津保育園（158－０１２３）

Q. 今月末で会社を辞めるので、来月
から国民年金に加入することにな
ると思います。国民年金保険料は
いくらでしょうか。

A. 国民年金保険料は収入や年齢に関係なく
全国一律です。
年金法改正により平成19年４月から
240円上がって月額14，100円となって
います。前納や口座振替にすると割引さ
れる制度もあります。将来、少しでも多
くの年金を希望する人は、付加保険料
400円を上乗せして納めることもできま
す。付加保険料を納付すると65歳から
付加年金（200円×付加保険料納付月数）
として老齢基礎年金に加算されます。保
険料をどうしても納めることができない
場合には、免除や納付猶予などの制度が
ありますが、所得制限など一定の条件が
ありますので、詳しくは下記までお問い
合わせください。
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このまちの人たち― ボイス

２
月
26
日
の
就
任
式
で
「
重
責
を

担
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
力
を
尽

く
し
た
い
。
東
郷
町
の
皆
さ
ん
が
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
黒
木
正
一
東
郷
町
地
域
自
治

区
長
。
小
林
理
教
前
区
長
が
任
期
途

中
で
退
任
し
、
残
任
期
間
と
な
る
１

年
を
務
め
る
。

「
和
と
感
謝
」
が
座
右
の
銘
。「
和

が
な
い
と
組
織
力
が
発
揮
で
き
な
い
。

組
織
力
で
私
も
こ
こ
ま
で
仕
事
が
で

き
た
と
思
う
」。「
職
員
に
は
厳
し
く

接
し
た
方
だ
が
、
感
謝
の
気
持
ち
も

人
一
倍
強
い
」
と
言
う
。

昭
和
44
年
に
日
向
市
役
所
に
入
庁
。

約
38
年
間
の
勤
務
の
う
ち
約
29
年
間
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
担
当
し
た
。
昨

年
４
月
か
ら
今
年
２
月
24
日
ま
で
建

設
部
長
（
兼
水
道
局
長
）
を
務
め
た
。

日
向
市
駅
連
続
立
体
交
差
事
業
、

駅
周
辺
区
画
整
理
事
業
で
は
推
進
役

と
し
て
力
を
ふ
る
い
、
市
長
も
認
め

る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
人
者
。「
日
向

市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
、
歴
代
市
長
を
は
じ
め

関
係
す
る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
」

と
語
り
、
今
後
も
行
政
経
験
を
生
か

し
て
現
場
主
義
に
徹
す
る
と
言
う
。

「
市
民
と
の
協
働
と
地
域
力
」
を

最
大
限
活
用
し
た
新
し
い
公
共
空
間

づ
く
り
、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
と
「
真
の
森
林
文
化
づ
く
り
」

へ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
―
―
。

日
向
市
東
郷
町
地
域
自
治
区
長
に
就
任

『
真
の
森
林
文
化
づ
く
り
』
へ

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。

黒木　正一　日向市東郷町地域自治区長
(60歳：東郷町坪谷）

昭和44年に日向市役所に入庁。区画整理課長補佐、
都市計画課市街地再開発事業推進室長兼日向市駅
連続立体交差対策室長、市街地開発課長などを歴
任し、昨年４月から今年２月24日まで建設部長（兼
水道局長）を務めた。趣味は「心の癒し」という
寒ラン栽培。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
1
内
線
２
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
係
が
写
真
を

撮
り
に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

孫子の兵法が勉強になります

センコー㈱に勤務しています。船から積荷を降ろ
す仕事で、けっこう大変な仕事なんですよ。硬式
テニスを３年ほどやっていて、サークルなどに週
２回通います。読書のジャンルは哲学から文学ま
でと幅広く、特に「孫子の兵法」は人生哲学の参
考になりますね。

坂本　和仁さん（22歳：花ヶ丘）

小物を手づくりするのが趣味

JA日向岩脇支店で貯金全般を担当しています。職
場は雰囲気もよく、お客さんもいい方ばかりでい
ごこちがいいです。映画は邦画が好き。また、ロッ
クからJPOPまで幅広い音楽を聴きます。小物を
手づくりでつくるのが趣味。デジカメのポーチも
手づくり。今度はバッグに挑戦してみたいですね。

兒玉　沙緒里さん（22歳：笹野中）

意外に
世界で流行
っている
日本文化。

グレイス・ワン
ニュージーランドから来た

日向市国際交流員

最
近
テ
レ
ビ
番
組
で
面
白

い
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
外

国
人
が
日
本
に
遊
び
に
来
て

持
っ
て
帰
る
お
土
産
の
ラ
ン

キ
ン
グ
で
す
。
そ
の
中
に
な

ん
と
無
料
で
も
ら
え
る
割
り

箸
が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と

驚
い
た
の
は
外
国
人
に
一
番

人
気
の
あ
る
お
土
産
が
キ
テ

ィ
ち
ゃ
ん
（H

ello
K
itty

ハ

ロ

ー

キ

テ

ィ

）

だ
っ
た
こ
と
で
す
。
自
分
の

中
で
は
、
き
っ
と
日
本
の
電

気
製
品
だ
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
て
も
、
実
は
私

も
毎
回
帰
国
す
る
と
き
、
か

ば
ん
の
中
に
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん

の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
の

お
土
産
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

の
番
組
を
見
る
ま
で
は
自
分

も
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
す

が
・
・
・
。
日
本
の
皆
さ
ん

も
多
分
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
が
こ

ん
な
に
世
界
中
で
人
気
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
し
ょ

う
！近

ご
ろ
「
韓
流
」
や
「
華

流
」
の
ス
タ
ー
た
ち
が
日
本

に
上
陸
し
て
い
る
こ
と
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実

は
「
日
流
」
は
も
っ
と
前
か

ら
ア
ジ
ア
中
で
流
行
っ
て
い

ま
し
た
。
た
と
え
ば
最
近
人

気
の
あ
る
ド
ラ
マ
「
花
よ
り

男
子
」
の
漫
画
は
、
す
で
に

10
年
前
に
香
港
や
台
湾
で
大

ブ
レ
イ
ク
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
台
湾
で
ド
ラ
マ
化

さ
れ
て
、
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
な
ど
で
大
ブ
レ
イ
ク
し

た
後
に
、
日
本
に
逆
輸
入
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
も
大

変
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
私
が
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
い
た
こ
ろ
は
、

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
、
必

ず
見
る
の
が
な
ん
と
「
ポ
ケ

モ
ン
」
や
「
セ
ー
ラ
ー
ム
ー

ン
」
な
ど
日
本
の
ア
ニ
メ
で

し
た
。
ま
た
あ
る
時
、
た
く

さ
ん
の
学
生
が
「
た
ま
ご
っ

ち
」
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

日
本
文
化
の
パ
ワ
ー
は
本

当
に
す
ご
い
で
す
よ
！

楽
し
い
英
語
教
室

参
加
者
募
集

●
日
時

５
月
９
日

〜
７
月
11
日
ま
で
の
毎
週

水
曜
日
　
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
ま
で
。

●
場
所

中
央
公
民
館

●
講
師

日
向
市
国
際
交
流

員
　
グ
レ
イ
ス
・
ワ
ン

●
応
募
締
切

４
月
27
日

(

金)

※
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
申
込
先

市
民
協
働
課

(

1
内
線
２
８
５
３)
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人
権
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
の
集
い

が
３
月
９
日
、
日
向
市
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
人
権

バ
ン
ド
「
我
児
我
楽
夢

が

ん

じ

が

ら

め

」
の
本
市
で

は
８
年
ぶ
り
と
な
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

「
我
児
我
楽
夢
」
は
「
差
別
か
ら
の

解
放
と
人
間
賛
歌
」
を
テ
ー
マ
に
１

９
９
５
年
か
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
メ
ン
バ
ー

が
作
詞
・
作
曲
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
手
話
通
訳
付
で

熱
唱
し
、
観
客
の
心
を
う
ち
ま
し
た
。

■心をうった人権コンサート

「
自
治
公
民
館
と
青
少
年
」
を
大
会

テ
ー
マ
に
第
39
回
日
向
市
自
治
公
民

館
振
興
大
会
が
３
月
３
日
、
日
向
市

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
自

治
公
民
館
功
労
賞
と
し
て
上
川
床
喜

蔵
さ
ん
（
切
島
山
２
区
）
ほ
か
14
人
、

優
良
公
民
館
報
と
し
て
八
坂
区
と
切

島
山
２
区
を
表
彰
し
ま
し
た
。
市
内

の
小
中
学
生
に
よ
る
意
見
発
表
、
堀

一
方
区
長
の
黒
木
勇
さ
ん
と
日
向
市

青
少
年
指
導
員
の
柏
田
元
照
さ
ん
に

よ
る
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

■自治公民館功労者を表彰

日
向
市
と
旧
東
郷
町
の
合
併
１
周
年

を
記
念
し
て
植
樹
式
が
２
月
25
日
、

日
向
岬
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
開
か
れ

ま
し
た
。
黒
木
健
二
市
長
を
は
じ
め

黒
木
優
市
議
会
副
議
長
、
小
林
理
教

前
東
郷
町
地
域
自
治
区
長
（
24
日
付

で
退
任
）
な
ど
関
係
者
が
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
３
本
を
植
樹
し
、
市
勢
発
展

を
あ
ら
た
め
て
祈
り
、
合
併
１
周
年

を
祝
い
ま
し
た
。
黒
木
市
長
は
「
元

気
で
活
力
あ
る
日
向
市
の
実
現
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

■合併１周年で記念植樹

本
市
や
近
隣
町
村
出
身
者
で
つ
く
る

近
畿
日
向
会
（
関
本
徳
雄
会
長
）
が

２
月
24
日
、
大
阪
市
内
の
ホ
テ
ル
で

一
堂
に
集
い
ま
し
た
。
約
１
２
０
人

が
参
加
。
近
畿
日
向
会
ひ
ょ
っ
と
こ

同
好
会
に
よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、

美
郷
町
出
身
の
歌
手
黒
木
陸
郎
さ
ん

の
歌
や
抽
選
会
な
ど
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
「
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
義
援
金
」
の
募
金
箱

が
設
置
さ
れ
、
小
橋
副
会
長
か
ら
義

援
金
が
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

■第２回近畿日向会の集い

12

完
走
の
喜
び
と
感
動
―
。

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー

お
倉
ヶ
浜
総
合
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
第
13
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
IN
日
向
岬
が
３
月
11
日
、
開
か
れ
ま

し
た
。
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
１
５
０
４
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
２
㎞
、
５
㎞
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を
各
種
目
ご

と
に
走
り
、
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
力
走
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。
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シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生
地
と
し

て
知
ら
れ
る
扇
山
は
、
ち
ょ
う

ど
山
開
き
の
こ
ろ
に
見
ご
ろ
を

む
か
え
ま
す
。

新
緑
と
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
ピ
ン

ク
が
見
せ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を

楽
し
み
な
が
ら
、
登
山
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き

５
月
13
日
（
日
）

●
と
こ
ろ

扇
山
松
木
側
登
山

道
入
り
口

●
内
容

受
付
＝
午
前
９
時
30

分
〜
／
登
山
開
始
＝
午
前
10
時

30
分
〜
／
山
頂
祭
（
記
念
品
贈

呈
・
宝
探
し
）
＝
正
午
／
解
散
＝

午
後
３
時

●
問
い
合
わ
せ

椎
葉
村
観
光

協
会
（
1
０
９
８
２
―
67
―
３
１

３
９
）

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

椎
葉
村

第
28
回

扇
山

お
お
ぎ
や
ま

山
開
き



②
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」

※
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
認

定
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課

国
民
健
康
保
険
係
（
1
内
線
２
１
５

３
・
２
１
５
４
）

市
で
は
、
市
内
在
住
の
満
70
歳
以

上
の
人
に
、
顔
写
真
付
の
身
分
証
明

書
と
し
て
「
さ
わ
や
か
70
証
明
書
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
証
明
書
の
有

効
期
限
は
５
年
間
と
な
っ
て
お
り
、

５
年
前
に
多
く
の
人
が
交
付
を
受
け

て
い
る
た
め
、
次
の
日
程
に
て
各
地

区
で
の
発
行
を
行
い
ま
す
。

●
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
朱
肉
を

使
用
す
る
も
の
）
②
さ
わ
や
か
70
証

明
書
ま
た
は
住
所
、
氏
名
が
確
認
で

き
る
も
の
（
保
険
証
等
）
③
た
て
３

㎝
×
よ
こ
2.5
㎝
の
顔
写
真
（
顔
の
は

っ
き
り
写
っ
て
い
る
、
最
近
６
か
月

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
④
代
理
の

人
が
来
る
場
合
は
、
代
理
の
人
の
身

分
証
明
書
（
保
険
証
ま
た
は
運
転
免

許
証
）。

【
４
月
27
日
以
降
は

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
】

４
月
27
日
以
降
は
市
役
所
西
別
館
、

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
の
高
齢

者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係
（
昼

休
み
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
ま
で
）
で
随
時
発
行
し
ま
す
。

下
記
の
日
程
以
降
に
交
付
を
受
け

た
い
場
合
も
必
要
な
も
の
を
持
参
す

れ
ば
、
即
日
発
行
で
き
ま
す
。

地
区
を
巡
回
中
は
、
市
役
所
で
の

発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
左
記
ま
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
高
齢
者
福
祉
係
（
1
内
線
２
１
６

９
）入

学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、
入

学
時
や
在
学
中
に
必
要
に
な
る
資
金

を
融
資
す
る
公
的
な
制
度
と
し
て
、

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

●
融
資
額

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た

り
２
０
０
万
円
以
内
。

●
利
率

年
２
・
３
％
（
平
成
18
年

11
月
10
日
現
在
）

●
返
済
期
間

10
年
以
内
（
母
子
家

庭
・
交
通
遺
児
の
か
た
は
１
年
の
延

長
が
可
能
）

●
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

●
保
証

7
教
育
資
金
融
資
保
証
基

金
ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
人
以
上

●
問
い
合
わ
せ

①
「
国
の
教
育
ロ

ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
1
０
５

７
０
―
０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）
＊
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
ご
利
用

い
た
だ
け
な
い
場
合
（
公
衆
電
話
・

日向市のホームページアドレス http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

●
内
容

図
書
館
移
転
10
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
定
例
映
写
会
を
行
い

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
上
映
時

間
は
１
時
間
程
度
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
毎
月
第
２
日
曜
日
　
①
子

ど
も
向
け
　
午
前
10
時
30
分
〜
②
大

人
向
け
　
午
後
２
時
30
分
〜

●
会
場

図
書
館
２
階
　
お
は
な
し

の
部
屋

●
４
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

４
月
８
日

（
日
）
①
午
前
10
時
30
分
〜
　
ア
ニ
メ

「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」「
夢
を
買
う
」

「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」
②
午
後
２

時
30
分
〜
　
「
郡
上
一
揆
（
出
演
・

緒
方
直
人
ほ
か
）」

●
問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館
（
1

54
―
１
９
１
９
）

70
歳
未
満
の
被
保
険
者
が
、
医
療

機
関
で
１
か
月
に
支
払
っ
た
窓
口
負

担
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場

合
、
そ
の
超
え
た
分
は
、
後
日
、
申

請
に
よ
り
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い

戻
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
は
、
入
院
に
お
い
て
は
自

己
負
担
限
度
額
の
負
担
で
す
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
医
療
機
関
に
入
院
す
る

際
に
次
の
も
の
の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
入
院
に
必
要
な
も
の

①
保
険
証

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｐ
・
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
）
は
1

03
―
５
３
２
１
―
８
６
５
６
へ
。
②

国
民
生
活
金
融
公
庫
延
岡
支
店
（
1

０
９
８
２
―
33
―
６
３
１
１
）

●
対
象

建
設
機
械
操
作
施
工
に
従

事
し
て
い
る
者

●
学
科
試
験
日

６
月
17
日
（
日
）

●
受
験
手
数
料

１
級
１
０
、１
０

０
円
　
２
級
１
０
、
１
０
０
円
（
１

種
別
に
つ
き
）、
実
地
試
験
は
別
途

手
数
料
が
必
要
。
※
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

３
月
15
日

（
木
）
〜
４
月
13
日
（
金
）
に
、
6

日
本
建
設
機
械
化
協
会
へ
（
1
03
―

３
４
３
３
―
６
１
４
１
、
5
03
―
３

４
３
３
―
０
４
０
１
）。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.jcm

an
et.or.jp

/sh
ik

en
/

市
で
は
、
日
向
市
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
広
く
意
見

を
聴
い
て
日
向
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
総
合
的
な
施
策
を
企

画
し
、
推
進
す
る
た
め
に
「
日
向
市

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
懇
話

会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
幅
広
く
日
向
市
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
生
か
せ
る
よ
う
、
委

14

募
　
集

図
書
館
映
写
会
の
ご
案
内

４
月
か
ら
入
院
に
関
す
る
高
額
療

養
費
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

１
・
２
級
建
設
機
械
施
工
技

術
検
定
試
験

　

「
さ
わ
や
か
70
証
明
書
」
の

切
替
時
期
で
は
？

国
民
生
活
金
融
公
庫
の

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

日
向
市
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
懇
話
会
委
員
を
募
集



員
を
募
集
し
ま
す
。

●
公
募
に
よ
る
委
員
数

３
人

懇
話
会
は
、
15
人
以
内
で
組
織
し

ま
す
。
委
員
は
、
こ
の
公
募
に
よ
る

委
員
の
ほ
か
、
識
見
を
有
す
る
者
、

市
民
活
動
団
体
・
事
業
所
・
関
係
行

政
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
の
中
か

ら
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

●
任
期

平
成
21
年
３
月
末
ま
で
。

●
応
募
資
格

①
市
内
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
②
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
人
③
年
齢

が
満
20
歳
以
上
で
あ
る
人
（
平
成
19

年
４
月
１
日
現
在
）

●
応
募
期
間

平
成
19
年
４
月
２
日

（
月
）
〜
27
日
（
金
）
ま
で
。

●
応
募
用
紙

市
民
協
働
課
に
応
募

用
紙
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
請
書

等
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
か
ら
印

刷
で
き
ま
す
。

●
選
任
方
法

公
募
に
よ
る
委
員
数

は
３
人
で
す
が
、
応
募
者
数
が
３
人

を
超
え
た
場
合
は
、
男
女
比
率
、
年

齢
構
成
等
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

●
会
議
回
数

年
に
３
回
〜
４
回

（
１
回
＝
２
〜
３
時
間
程
度
）

●
謝
金
等

市
の
基
準
に
よ
り
支
払

い
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

市
民
協
働

課
男
女
共
同
参
画
推
進
係
（
1
内
線

２
８
５
４
）

家
庭
教
育
学
級
、
高
齢
者
学
級
、

自
主
女
性
学
級
生
を
募
集
し
ま
す
。

仲
間
同
士
で
集
い
、
自
主
的
な
活

15

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
５
月
に
開

設
希
望
者
へ
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

●
学
習
期
間

平
成
19
年
６
月
〜
平

成
20
年
３
月
（
月
１
回
程
度
活
動
）

●
内
容

自
己
研
さ
ん
、
地
域
づ
く

り
等
に
つ
な
が
る
よ
う
な
学
習
を
自

主
的
に
計
画
し
活
動
す
る
。

（
家
庭
教
育
学
級
）

●
対
象

各
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園

等
単
位
の
保
護
者
な
ど
。

（
高
齢
者
学
級
）

●
対
象

地
域
で
の
仲
間
同
士
、
高

齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
。

（
自
主
女
性
学
級
）

●
対
象

自
治
公
民
館
女
性
部
、
地

域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
。

市
か
ら
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
定
数
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
1
53

―
６
８
６
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
の
行
う
事
業
に
つ
い
て
第
三
者

評
価
を
行
う
日
向
市
行
政
評
価
委
員

会
委
員
を
広
く
市
民
か
ら
募
集
し
ま

す
。
行
政
評
価
委
員
会
は
、
市
の
内

部
評
価
が
適
切
か
ど
う
か
を
審
議
し

市
長
に
答
申
し
ま
す
。

●
業
務
内
容

①
政
策
、
施
策
及
び

事
務
事
業
の
評
価
に
関
す
る
こ
と

（
職
員
が
政
策
、
施
策
及
び
事
務
事
業

ご
と
に
作
成
し
た
評
価
表(

事
業
の
目

的
、
事
務
内
容
、
成
果
指
標
、
活
動

指
標
等
が
記
載)

を
み
て
内
容
が
適
切

か
、
わ
か
り
に
く
く
な
い
か
等
を
審

議
し
ま
す
）。
内
容
を
直
接
担
当
者
か

ら
聴
き
取
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
、
政
策
評
価
表
16
件

を
審
議
。
事
前
に
自
宅
で
の
資
料
予

習
も
あ
り
ま
し
た
。
②
日
向
市
行
政

評
価
制
度
の
改
善
に
関
す
る
こ
と

（
日
向
市
行
政
評
価
制
度
全
般
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
ま
す
）。
③
最
終
的
に

委
員
で
協
議
し
た
結
果
を
市
長
に
答

申
し
ま
す
。

●
平
成
18
年
度
の
実
績

「
平
成
17

年
度
日
向
市
行
政
評
価
委
員
会
報
告

書
」
を
市
民
情
報
室
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
左
記
の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
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yu
ga.m
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sei_h

you
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d
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●
会
議
開
催
回
数
及
び
開
催
時
間

回
数
は
12
回
以
内
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
開
催
時
間
は
３
時
間
程
度
。

●
募
集
人
員

４
人

●
任
期

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
。

●
応
募
資
格

①
本
市
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人
②
国
・
県
・
市
の
議
会

議
員
及
び
公
務
員
で
な
い
こ
と
③
年

齢
が
満
20
歳
以
上
（
平
成
19
年
４
月

１
日
現
在
）
の
人

●
募
集
期
間

４
月
２
日
（
月
）
〜

４
月
27
日
（
金
）

●
報
償
費
・
旅
費

基
準
に
よ
り
１

時
間
２
、
０
０
０
円
、
１
日
５
、
０
０

０
円
（
旅
費
は
実
費
相
当
額
）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

行
政
管
理

課
へ
（
1
内
線
２
２
１
７
）。
行
政
管

理
課
及
び
各
支
所
に
備
え
て
あ
る
申

込
用
紙
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
し
た
申
込
用
紙
、
ま
た
は
、
は
が

き
（
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
）
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
応
募
者
が
４
人
を
超
え
た
場
合

は
男
女
比
率
、
年
齢
構
成
等
に
よ
り

選
考
し
ま
す
。
同
条
件
の
た
め
選
考

が
難
し
い
場
合
は
公
開
抽
選
。

「
２
０
０
７
ひ
ゅ
う
が
・
の
べ
お

か
牧
水
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
」
は

「
牧
水
の
あ
く
が
れ
の
文
学
」
を
た

ず
ね
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
。

●
開
催
日
及
び
開
催
場
所

①
４
月

７
日
（
土
）
＝
牧
水
の
ふ
る
さ
と
ス

テ
ー
ジ
（
会
場
＝
日
向
市
東
郷
町
坪

谷
牧
水
公
園
）
②
４
月
８
日
（
日
）

牧
水
の
ま
な
び
家
ス
テ
ー
ジ
（
会

場
＝
延
岡
市
東
本
小
路
城
山
公
園
）

●
開
催
時
間
　
４
月
７
日
・
８
日
両

日
と
も
各
コ
ー
ス
午
前
７
時
か
ら
受

付
開
始
（
25
㎞
８
時
、
10
㎞
９
時
、

５
㎞
９
時
10
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
）。

●
参
加
申
込

直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
参
加
費

大
人
２
、
０
０
０
円

高
校
生
以
下
１
、
０
０
０
円

、
５
㎞

参
加
者
　
５
０
０
円

※
２
日
参
加

も
１
日
参
加
の
み
も
同
額
で
す
。
小

学
生
は
い
ず
れ
も
無
料
。

●
問
い
合
わ
せ

日
向
市
観
光
協
会

（
1
０
９
８
２
―
55
―
０
２
３
５
）、

延
岡
観
光
協
会
（
1
０
９
８
２
―
32

―
３
７
０
６
）

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

●
受
験
資
格

①
昭
和
53
年
４
月
２

日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

者
②
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
揚
げ
る
者

（
１
）
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成
20
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
揚
げ
る

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る

者●
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

●
受
付
期
間

４
月
２
日
（
月
）
〜

４
月
13
日
（
金
）

●
採
用
予
定
者
数

①
労
働
基
準
監

督
官
Ａ
（
法
文
系
）
約
50
人
②
労
働

基
準
監
督
官
Ｂ
（
理
工
系
）
約
20
人

※
採
用
予
定
数
は
、
平
成
18
年
度
末

現
在
で
す
の
で
変
動
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
（
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
）。

●
試
験
日
　
①
第
１
次
試
験
日
　
６

月
10
日
（
日
）
②
第
２
次
試
験
日

７
月
24
日
（
火
）
・
７
月
25
日
（
水
）

の
指
定
さ
れ
た
１
日
。

●
合
格
者
発
表
日
　
第
１
次
試
験

７
月
３
日
（
火
）
最
終
合
格
者
発
表

８
月
28
日
（
火
）

●
申
込
用
紙
請
求
先

人
事
院
各
地

地
方
事
務
局
（
所
）、
各
都
道
府
県

労
働
局
、
各
労
働
基
準
監
督
署

●
申
込
用
紙
提
出
先

希
望
す
る
第

１
次
試
験
地
に
対
応
す
る
申
込
先
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
宮

崎
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係
ま

で
（
1
０
９
８
５
―
38
―
８
８
２
０
）。

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ

（
自
主
学
級
）
を
募
集

日
向
市
行
政
評
価
委
員
会

委
員
を
募
集

牧
水
ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

労
働
基
準
監
督
官
を

募
集
し
ま
す
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員
）
４
月
６
日
〜
６
月
29
日
　
毎

週
金
曜
日
10：

00
〜
11：

30

・
健
康
空
手
教
室
　
講
師：

奈
須

勝
彦
さ
ん
（
養
秀
会
奈
須
道
場
師

範
）
４
月
３
日
〜
６
月
26
日
　
毎

週
火
曜
日
10：

00
〜
11：

00

・
柔
道
教
室
　
講
師：

岩
切
省
太

郎
さ
ん
４
月
７
日
〜
６
月
30
日

毎
週
土
曜
日
18：

30
〜
19：

30

・
社
交
ダ
ン
ス
教
室
　
講
師：

三

樹
亮
智
さ
ん
（
プ
ロ
ダ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
7
日
本
ボ
ー
ル

ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
所
属
）
４
月

７
日
〜
９
月
26
日
　
毎
週
水
曜
日

19：

30
〜
20：

30

平
成
19
年
度
（
４
月
〜
３
月
）

の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も
会
、
運

動
ク
ラ
ブ
、
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。
子
ど

も
団
体
向
け
に
個
人
活
動
ま
で
補

償
で
き
る
制
度
（
子
ど
も
ワ
イ
ド

保
険
）
も
あ
り
ま
す
。
加
入
し
て

万
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
な
ど
の

事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
掛
金
は
、

子
ど
も
の
団
体
が
１
人
年
額
５
０

０
円
（
子
ど
も
ワ
イ
ド
保
険
は
１
、

０
５
０
円
）、
老
人
ク
ラ
ブ
団
体

が
８
０
０
円
、
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ

団
体
が
１
、
５
０
０
円
と
な
っ
て

い
ま
す
（
お
申
し
込
み
の
際
に
50

円
の
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま

す
）。
詳
細
資
料
及
び
加
入
依
頼

書
は
、
日
向
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

の
ほ
か
、
市
内
各
公
共
体
育
施
設

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

7
ス
ポ
ー
ツ
安

全
協
会
宮
崎
県
支
部
（
1
０
９
８

５
―
55
―
３
１
３
６
）
へ
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
し
て
日
向
市
第
１
号
と
な
る

「
ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」

（
旧
平
岩
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

が
旧
岩
脇
中
学
校
施
設
等
を
中
心

に
４
月
か
ら
本
格
的
に
活
動
を
開

始
し
ま
す
。
生
き
が
い
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
参
加
の
方
法

事
務
局
に
て
会

員
登
録
（
年
間
２
、
０
０
０
円
）

及
び
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
申
込
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介

【
教
室
】

・
健
康
体
操
教
室
　
講
師：

松
本

重
子
さ
ん
（
日
向
市
体
育
指
導
委

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

ス ポ － ッ
■
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
交
付
を
し
ま
す
の

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

【
サ
ー
ク
ル
】

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
毎
週
日
曜
日

９：

00
〜
12：

00

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
　
毎
週
木

曜
日
９：

00
〜
11：

00

・
和
太
鼓
　
毎
週
火
・
土
曜
日

19：

30
〜
21：

00

・
ミ
ニ
テ
ニ
ス
　
毎
週
月
曜
日

19：

30
〜
21：

30

・
ミ
ニ
バ
レ
ー
　
隔
週
日
曜
日

19：

30
〜
21：

30

●
問
い
合
わ
せ

ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ

ゆ
う
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
1
０
８
０

―
５
２
６
０
―
１
５
１
５
）

■悠々パス発行日程表（1内線2169）

に
つ
き
ま
し
て
は
下
記
の
と
お
り

で
す
（
※
第
６
回
、
９
回
は
第
３

木
曜
日
）。

●
場
所

日
向
市
中
央
公
民
館
第

４
研
修
室

●
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

市
民
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
環
境
に
や

さ
し
い
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
、
実
践
し
て
い
き
ま
せ
ん

か
。
会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

環
境
整
備
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

日
向
市
の
環
境
行
政
を
円
滑
に

進
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を

推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
及
び
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
集
約
の
場

と
し
て
、
毎
月
第
４
木
曜
日
に

『
日
向
市
環
境
市
民
会
議
』
を
開

い
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
日
向
市

の
環
境
事
情
や
ご
み
問
題
、
地
球

温
暖
化
問
題
な
ど
環
境
に
関
す
る

講
演
会
や
視
察
研
修
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
開
催
日
程
（
予
定
）

■『
日
向
市
環
境
市
民
会

議
』
の
参
加
者
を
募
集

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
環
境
政
策
係

（
1
53
―
２
２
５
６
）

■
ひ
む
か
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ゆ
う

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

◎
日
向
市
環
境
市
民
会
議
開
催
日
程

ＥＭ菌の活用法研修会（平成18年度）



相 談 日 程

●
講
師

町
元
真
也
弁
護
士
（
当

会
業
務
改
革
委
員
会
委
員
）

歴 史 探 訪
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■
法
律
相
談
（
要
予
約
）

と
　
き

４
月
12
日
（
木
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
社
会
福
祉
協
議
会

（
1
52
―
１
０
１
０
）

■
年
金
巡
回
相
談

と

き
　
４
月
25
日
（
水
）

10：

00
〜
15：

00

と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と

き
　
４
月
９
日
（
月
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
障
害
者
セ
ン
タ
ー
　
　
　

(

1
52
―
５
４
３
４)

■
女
性
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談

方
　
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と
　
き
（
月
、
火
、
木
、
金
）

13：

00
〜
16：

00

と
こ
ろ
　
推
進
ル
ー
ム

「
さ
ん
ぴ
あ
」

(

1
55
―
１
６
６
０
）

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と
　
き
　
４
月
16
日
（
月
）

10：

00
〜
12：

00

と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
あ
ん
し
ん

課
介
護
給
付
係

（
1
内
線
２
１
７
６
）

■
納
税
は
便
利
な

口
座
振
替
で

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所

で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
25
日
で
す
。

■
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
講
演
会

及
び
無
料
法
律
相
談

宮
崎
県
弁
護
士
会
で
は
、
日
本

弁
護
士
会
の
呼
び
か
け
で
４
月
15

日
を
「
よ
い
遺
言
の
日
」
と
称
し

て
次
の
要
領
で
遺
言
・
相
続
に
関

す
る
講
演
会
と
無
料
法
律
相
談
会

を
開
き
ま
す
。

●
日
時

４
月
15
日
（
日
）
講
演

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分
　
無

料
相
談
　
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

30
分
ま
で
。

●
場
所

宮
崎
市
教
育
情
報
セ
ン

タ
ー
（
宮
崎
市
旭
１
丁
目
４
番
地
１
）

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

こ
と
に
な
り
、
有
力
な
外
様
大
名

が
多
い
九
州
の
勢
力
配
置
図
を
大

き
く
塗
り
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た

事
件
で
も
あ
り
ま
し
た
。

犠
牲
と
な
っ
た
百
姓
の
代
表
ら

は
罪
人
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
た
め

に
堂
々
と
供
養
す
る
こ
と
が
憚

は
ば
か

ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
恩

を
感
じ
た
人
々
は
ま
だ
世
間
が
寝

静
ま
っ
て
い
る
朝
早
く
に
供
養
に

訪
れ
て
お
り
、「
朝
参

ち
ょ
う
さ
ん

供
養
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
揆
か
ら
１
２
０
年
を
経
た
文

化
八
（
１
８
１
１
）
年
に
は
、
庄

屋
寺
原
和
右
衛
門
と
成
願
寺
八
世

日
向
市
東
郷
町
鶴
野
内
に
は
曹

洞
宗
の
「
安
禅
山

あ
ん
ぜ
ん
ざ
ん

成
願
寺

じ
ょ
う
が
ん
じ

」
と
い

う
お
寺
が
あ
り
、
境
内
に
は
古
く

か
ら
石
塔
や
石
仏
等
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
中
に
は
市
指
定
有
形
文

化
財
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
一
つ

に
「
山
陰
百
姓
一
揆
供
養
塔
」
が

あ
り
ま
す
。

「
山
陰
村
百
姓
逃
散

ち
ょ
う
さ
ん
一
揆
」
は
、

元
禄
３
（
１
６
９
０
）
年
に
起
こ

っ
た
事
件
で
、
延
岡
藩
臼
杵
郡
代

ぐ
ん
だ
い

梶
田
十
郎
左
衛
門
の
苛
性
に
対
し

て
、
山
陰
村
や
坪
谷
村
等
の
百
姓

ほ
ぼ
全
員
と
な
る
１
４
０
０
余
人

が
高
鍋
藩
領
に
逃
散
し
た
一
揆
で

す
。
高
鍋
藩
の
仲
裁
に
よ
り
延
岡

藩
と
交
渉
し
ま
す
が
難
航
し
、
つ

い
に
は
幕
府
評
定
の
裁
断
を
経
て

ほ
ぼ
要
求
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
ま
す
。
百
姓
の
代
表
ら
は

処
罰
さ
れ
ま
す
が
村
人
た
ち
は
罪

を
問
わ
れ
ず
無
事
に
帰
村
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
藩
主
有
馬
永
純

な
が
ず
み

は

幕
府
か
ら
統
治
不
行
き
届
き
の
責

任
を
追
及
さ
れ
、
越
後
（
新
潟
県
）

の
糸
魚
川
へ
転
封
に
な
り
ま
す
。

領
地
は
一
時
天
領
、
後
に
譜
代

ふ
だ
い

藩

と
天
領
に
分
か
れ
て
統
治
さ
れ
る

■
山
陰
百
姓
一
揆
供
養
塔

郷土の文化財を
訪ねて　　 ⑩

■
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
1
内
線
２
４
１
５
）

実
門

じ
つ
も
ん

叟そ
う

（
和
尚
）
に
よ
り
、
犠
牲

と
な
っ
た
21
人
の
法
名
が
刻
ま
れ

た
「
山
陰
百
姓
一
揆
供
養
塔
」
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
朝
参
供
養
」
は
時
代
を
経
た

現
在
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年

お
盆
の
８
月
13
日
に
成
願
寺
住
職

か
ら
手
あ
つ
い
供
養
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
旧
東
郷
町
で
は

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
に
逃
散

に
参
加
し
た
百
姓
ら
が
留
め
置
き

さ
れ
た
藩
境
と
な
る
都
農
町

股
猪
野
原

ま
た
い
の
ば
る

に
「
山
陰
百
姓
逃
散
一

揆
留
置
地
之
碑
」
を
建
立
し
、
権

力
に
臆
す
る
こ
と
な
く
一
致
団
結

山
陰
百
姓
一
揆
供
養
塔

し
て
協
力
し
合
っ
た
先
祖
の
生
き

様
を
長
く
後
世
に
伝
え
る
と
と
も

に
当
地
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
御

霊
を
あ
つ
く
供
養
し
て
い
ま
す
。



温 泉 館 報
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健 康 家 族
■
温
泉
へ
入
ろ
う

の
ん
び
り
と
気
持
ち
よ
く
入
っ

た
お
風
呂
で
身
体
が
温
ま
っ
て

も
、
上
が
っ
て
か
ら
身
体
が
冷
え

て
し
ま
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い
で

す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
お

風
呂
の
上
が
り
方
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。
お
風
呂
で
温
ま
る
と

血
管
が
拡
張
し
て
血
液
の
巡
り
が

よ
く
な
る
の
で
す
が
、
お
風
呂
か

ら
出
た
後
も
拡
張
し
た
血
管
は
す

ぐ
に
は
戻も

ど

ら
な
い
の
で
血
液
が
運

ん
で
い
る
熱
は
放
出
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
熱
の
放
出
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
本
当
は
入
浴
後
す
ぐ
に
ベ

ッ
ド
に
入
る
の
が
理
想
的
で
す
。

そ
う
で
き
な
い
人
は
、
お
風
呂
よ

り
少
し
ぬ
る
め
の
お
湯
を
足
に
か

け
る
だ
け
で
血
管
は
収
縮
し
、
熱

の
放
出
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
高
血
圧

や
心
臓
の
悪
い
人
は
、
冷
水
に
よ

る
上
が
り
湯
は
避
け
て
く
だ
さ

い
。
入
浴
後
は
、
身
体
は
思
っ
て

い
る
以
上
に
疲
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
入
浴
後
は
身
体
が
温

ま
り
発
汗
が
続
き
、
汗
の
蒸
発
と

と
も
に
熱
も
奪
わ
れ
ま
す
の
で
着

衣
に
も
注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日向サンパーク
温泉へ行こう

健康はみんなで
つくる宝物

■
ダ
ン
ス
等
発
表
会
に
出
　

場
す
る
チ
ー
ム
を
募
集
　

「
第
12
回
健
康
ま
つ
り
」
の
午

後
の
部
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
区
・
グ
ル
ー
プ
の
ダ

ン
ス
等
発
表
会
に
出
場
を
希
望
す

る
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
ス
テ

ー
ジ
で
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

６
月
24
日
（
日
）

●
会
場

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

●
応
募
資
格

１
チ
ー
ム
10
人
以

上
で
の
参
加
で
あ
る
こ
と
。

●
応
募
締
切

４
月
27
日
（
金
）

募
集
団
体
数
　
20
団
体
程
度

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
ま

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
1
内

線
２
１
８
４
）

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
ご
存
じ

で
す
か
？

今
年
２
月
、
名
古
屋
市
の
地
下

街
で
突
然
倒
れ
た
高
齢
者
が
通
行

人
や
駅
員
ら
に
よ
る
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除

細
動
器)

の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
一

命
を
取
り
と
め
ま
し
た
。

突
然
の
心
停
止
は
、
心
臓
が
細

か
く
ふ
る
え
る
「
心
室
細
動
」
に

よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
多
く
、
こ

の
場
合
、
心
臓
の
動
き
を
戻
す
に

は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
「
除
細

動
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

心
室
細
動
に
な
っ
て
か
ら
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
ま
で
の
時
間
が

１
分
遅
れ
る
ご
と
に
生
存
退
院
率

が
７
〜
10
％
ず
つ
低
下
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
救
命
率
を
上
げ

る
に
は
で
き
る
だ
け
早
期
（
心
停

止
か
ら
５
分
以
内
）
の
除
細
動
が

必
須
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
１
１
９
番
通
報

を
し
て
か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る

ま
で
平
均
６
分
以
上
か
か
る
の

で
、
救
急
車
を
待
つ
間
に
救
急
の

現
場
に
い
る
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
て
除
細
動
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

●
市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
を

増
設
し
ま
す

市
内
の
主
な
公
共
施
設
や
学

校
、
地
区
公
民
館
な
ど
を
中
心
に
、

市
内
各
地
50
余
か
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

作
動
に
よ
っ
て
自
動
的
に
心
電
図

を
解
析
し
て
除
細
動
が
必
要
か
ど

う
か
決
定
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
指
示
す
る
の

で
簡
単
で
確
実
に
操
作
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
実
施
し
た
こ
と
が

な
け
れ
ば
慌
て
て
い
て
な
か
な
か

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺

蘇
生
の
講
習
を
受
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
各
区
で
の
講
習
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
日
程
等
は
、
今
後
の

広
報
紙
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
上
ぜ
ひ
受
講
さ
れ
ま
す
よ

う
お
勧
め
し
ま
す
。

大海老天ぷら定食
おねだん　９８０円

ストラン潮音の新
しいメニュー「大

海老天ぷら定食」の紹介
です。プリプリの大きな
海老が２尾と季節の野菜
で盛り合わせた天ぷら
に、小鉢がついた料理長
おすすめの大変お得な定
食です。ぜひ、ご賞味く
ださい。

O

・TA
B
E
T
E
N
N
A
I

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■問い合わせ
日向サンパーク温泉
「お舟出の湯」まで。
156－3800
●営業時間
午前10時～午後10時
●４月の休館日
２日（月）・16日(月)
※毎月第１・第３月曜
日(祝日の場合は翌日)

■市民の皆さんへお得な情報です
＊お舟出とくトクカレンダー＊
12月からサービスの内容が変わ
りました！ どうぞご覧ください。

http://www.city.hyuga.miyazaki.jp

/sunpark/calendar/kindex.php

レ

■
お
舟
出
の
湯

４
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
今
月
の
定
期
寄
席

４
月
14
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
　
毎
月
第
２
土
曜
日
で
す
。

●
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
講
習
会

４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

12
時

・
募
集
定
員

30
人

・
参
加
費

２
、
５
０
０
円

・
場
所

温
泉
館
イ
ベ
ン
ト
広
場

●
「
花
と
み
ど
り
の
サ
ン
パ
ー
ク

２
０
０
７
春
」
を
開
催

・
作
品
展
示
期
間
　
４
月
22
日

（
日
）
〜
５
月
６
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
1
内
線
２
１
８
３
）

海の見えるレスト
ランでお食事をし
ませんか？

11
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▼
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
ね
。
気
分

も
新
た
に
４
月
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
人
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
広
報
ひ
ゅ
う
が
を
担
当
し

て
６
年
。
こ
れ
ま
で
、
数
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
▼
18
年
度
は

宮
崎
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
広
報
紙
が
入
選
、

写
真
も
一
枚
写
真
と
組
写
真
が
そ
れ
ぞ
れ
入
選

す
る
と
い
う
「
で
き
す
ぎ
で
は
？
」
と
も
言
え

る
年
で
し
た
。
▼
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る

広
報
紙
を
つ
く
り
た
い
と
、
デ
ザ
イ
ン
、
取
材
、

Ｄ
Ｔ
Ｐ
編
集
を
こ
な
す
多
忙
な
日
々
。
▼
広
報

と
い
う
仕
事
は
、
通
常
の
市
役
所
の
仕
事
と
は

か
な
り
違
っ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
と
い
う

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

に
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

人　口 63,285 人 〈 ＋5〉
男 29,766 人 〈 ＋3〉
女 33,519 人 〈 ＋2〉

世帯数 24,229 世帯 〈 ＋19〉

転　入 123人 転　出 122人
出　生 53人 死　亡 49人
面　積　 336.29k㎡

こ
ち
ら
編
集
室

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
６
日
（
金
）

20
日
（
金
）

対
象
／
平
成
19
年
１
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
11
日
（
水
）

対
象
／
平
成
18
年
９
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
４
月
17
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
３
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
４
月
12
日
（
木
）

対
象
／
平
成
17
年
９
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
４
月
18
日
（
水
）

対
象
／
平
成
15
年
９
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間
　
７
か
月
児
・
１
歳
６
か

月
児
・
３
歳
児
／
午
後
０
時
45
分
〜
１

時
15
分
、
３
か
月
児
／
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
、
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
　
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

日向市保育協議会
（153ー5857）

鮫島　まりんちゃん
(鶴町２)

石村　法明
のりあき

ちゃん
(財光寺)

乳
幼
児
健
診

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

市役所は152－2111・東郷町地域自治センターは169－2111

日曜在宅医の確認は153－1214へ

テレホンサービス

〈
Ｋ
〉

こ
ん
な
と
き
は
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

“子
ど
も
と
二
人
き
り
、
こ
れ
か

ら
の
子
育
て
が
不
安
・
・
・
”
こ

ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

慣
れ
な
い
子
育
て
で
孤
軍
奮
闘

し
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
ん
な
不

安
な
気
持
ち
を
誰
か
に
話
し
て
く

だ
さ
い
。
話
す
だ
け
で
も
憂
う
つ

な
気
持
ち
が
晴
れ
る
も
の
で
す
。

保
健
師
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
母

さ
ん
た
ち
の
不
安
な
気
持
ち
を
受

け
と
め
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
胸

の
内
を
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

“ど
う
し
て
私
の
思
い
ど
お
り
に

動
い
て
く
れ
な
い
の
？
”
こ
ん
な

気
持
ち
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
場

を
利
用
し
て
あ
な
た
の
イ
ラ
イ
ラ

す
る
時
の
気
持
ち
な
ど
を
話
し
て

く
だ
さ
い
。
話
せ
ば
辛
い
気
持
ち

も
少
し
は
軽
く
な
る
よ
う
で
す
。

子
育
て
は
辛
い
時
も
あ
る
け
れ

●会場 日向市民健康管理センター ●問い合わせ 1内線２１８４

ど
、
子
ど
も
を
か
わ
い
く
思
え
て

楽
し
い
時
の
方
が
多
い
な
ら
、
基

本
的
に
は
大
丈
夫
！
　
あ
な
た
の

子
育
て
そ
の
ま
ま
で
Ｏ
Ｋ

オ
ッ
ケ
ー

で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
」

妊
娠
・
出
産
期
は
ホ
ル
モ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
が
急
激
に
変
化
し
、
体

調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
お

ま
け
に
赤
ち
ゃ
ん
と
の
慣
れ
な
い

生
活
は
、
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
や

疲
労
感
、
時
間
に
追
い
立
て
ら
れ

る
虚
し
さ
や
心
配
な
ど
が
重
な
っ

て
、
際
限
な
く
落
ち
込
む
も
の
で

す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
（
出

産
後
の
軽
症
う
つ
）
に
陥
っ
た
経

験
の
あ
る
人
は
経
産
婦
の
お
よ
そ

５
人
に
１
人
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
の
一
つ
で

す
。赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で

は
、
お
母
さ
ん
へ
の
優
し
い
声
か

け
を
家
族
の
人
は
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
気

軽
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
ね
！

～止まって確認！無事故に挑戦～

１月中の交通事故
人身事故 死亡 負傷者 物損事故
53件 0人 69人 71件

（－13）（±0）（－15）（－30）

日向市の人口と世帯
（含む外国人登録者／H19.3.１現在）

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
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ピカピカのランドセルを背負った新小学１年生たち
に集まってもらいました。みんな４月から財光寺南
小学校に通います。小学校に行ったら、友だちは何
人できるかな？　とても楽しみですね。
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